
 

 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

ＴＩＭＳＳ２０１９の結果によると，日本の中学

生の理科の学習に対する意欲は，どの項目も国際平

均値を大きく下回っており，理科を学ぶ意義やその

有用性をあまり感じていない。また，公開された問

題のうち国際平均値を下回ったものの中に，日常生

活との関連が深い問題が見られた。 

こうした課題を克服するためには，理科を学ぶ本

質的な意義，なぜ学ぶのか，どのような力が付くの

かなどを明確にすることが求められている。 

 

２ 研究のねらい 

本支部では，理科を学ぶ本質的な意義を生徒自身

が自覚していくために，日常生活や他の教科の学習

などに役立つようなパフォーマンス課題を設定し，

科学的に探究していくことが重要と考えた。パフォ

ーマンス課題とは，様々な知識やスキルを総合して

使いこなすことを求めるような複雑な課題のことで

ある。パフォーマンス課題を授業に取り入れること

で，生徒が「理科の見方・考え方」を効果的に働か

せながら学び，これまでの学習内容と日常生活との

つながりを理解することで，理科の有用性を実感で

きると考えた。 

また，新学習指導要領の前文に，「多様な人々と協

働しながら様々な社会変化を乗り越え，豊かな人生

を切り拓き，持続可能な社会の担い手となることが

できるようにする。」ことが明記されているように，

中学校における理科教育でも，SDGｓを視野に入れた

教育活動の充実を図ることが，これまで以上に重要

になっている。そこで，SDGｓの目標と関連したパフ

ォーマンス課題をつくることで，授業が理科の本質

に即した切実性の高い，現代社会に求められるもの

となり，生徒が理科の有用性をより実感できると考

えた。よって，本支部の研究では，SDGｓの観点から，

持続可能な社会の実現のためにも，環境教育に視点

をおいて，研究を進めてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

新学習指導要領では，学びの質の向上に向け，学

習内容を深く理解し，適切な資質・能力を身に付け，

生涯にわたって能動的に学び続ける「主体的で深い

学び」を重視している。   

このような学びを可能にし，資質・能力を育むた

めには，生徒の実態を把握し，それに対して教師が

的確に働きかけ，認知や学習のプロセスを振り返っ

て次の学習につなげることが必要と言われている。   

つまり，生徒が他者とともに，「理科の見方・考え

方」を各領域・各単元の特質を踏まえて働かせなが

ら，見通しをもって観察・実験をしたり，科学的に

探究したりする学習活動が重要である。そして，そ

の結果，何が獲得され，何が分かるようになったか

を目に見える形で表現し，一連の学習を自分のもの

とすることができる学習活動を行う必要性がある。 

 

３ 研究の方法と内容 

本支部では，このような理科授業を展開するため

に，以下の３点を重要視し，研究を進めた。 

① 学習前の既有の知識や技能を明確にしておく。 

② 既有の知識や技能等が変容する過程を可視化

する。 

③ 学びの全体を振り返り，何がどのようになぜ

変わったのかを振り返る。 

この３点を体系的かつ構造的に網羅すると考え

ているのが，パフォーマンス課題の設定・ひなた

シートである。 

（1）パフォーマンス課題の設定 

パフォーマンス課題とは，表１のような課題の

ことである。本支部では，全ての中単元で SDGｓ

の目標と関連したパフォーマンス課題を作成した。

理科の本質を外すことなく，子どもの切実性や現

代社会で求められるものが考慮されたパフォーマ

ンス課題にするためには，表２の視点で検討する

必要があると考えた。 

 

理科の見方・考え方を働かせて資質・能力を育み、

豊かな未来を切り拓く理科教育 

～持続可能な社会の実現を目指す環境教育の視点から～ 
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表１ パフォーマンス課題の例（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ パフォーマンス課題を設定する際の視点 

 

 

 

 

 

 

（2）ひなたシート 

中央教育審議会（答申）等でも示されているよ

うに，「思考力・判断力・表現力等」と「主体的に

学習に取り組む態度」については，パフォーマン

ス課題を用いて一体的に評価することが有効であ

る。具体的には，各単元で理科の本質に即したパ

フォーマンス課題を設定する。次に，生徒は単元

の学習前後に，それぞれ全く同じパフォーマンス

課題に取り組み，１枚のシートに記録する。それ

を基に一連の学習を生徒が振り返ることで，自分

の考えがどう変わり，それについてどう思ってい

るのか自己評価させる。また，学習前に，その単

元に関する課題に取り組ませることで，教師が生

徒の既有の知識や考えのズレを把握できることで

ある。このような実態把握をもとに，教師がそれ

に応じた指導計画を立てて授業をすることで，生

徒の資質・能力を適切に育むことにもつながる。

また，生徒もこの課題を解決するために，自分が

何を学ぶべきか知ることができ，今後の学習に見

通しをもつことができる。そして，中単元の目標

を基にして，評価規準を平易な箇条書きにして作

成することで，教師と生徒がともに中単元で身に

付けるべき力を意識しながら，学習を進めること

ができると考えた（表３）。 

表３ 「大気の動きと日本の四季」の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業実践 

 表４は，表１の「大気の動きと日本の四季」のひ

なたシートである。振り返りの欄には、「単元前は風

のことしか考えていなかったが，単元を通して，な

ぜ，その風が吹くのか，その風が及ぼす影響まで考

えることができた」など，自分の考えが変容し，学

習内容を深く理解した等の記述が多数あった。 

表４ 生徒が書いた「ひなたシート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実践の成果と課題 

本支部員の協力で，全ての中単元のパフォーマン

ス課題を設定することができた。そして，ひなたシ

ートを，「思考力・表現力・判断力」「主体的に学習

に取り組む態度」の２観点を評価するためのエビデ

ンスとして利用することができた。今後とも，パフ

ォーマンス課題を改良し，本支部の生徒が，多様な

人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え，豊

かな人生を切り拓き，持続可能な社会の担い手とな

ることができるように研究を進めていきたい。 
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